
第３回 京都市全員制中学校給食検討会議 
 

日 時：令和５年９月 29 日（金） 午後２：００～ 

 

会 場：京都市総合教育センター 第３研修室 

 

会議次第 

１ 前回までの会議内容について 

２ アンケート調査の実施状況 

３ 食育の充実及び食文化の視点について 

４ 他都市等の実施方式の事例紹介について 

５ その他 

 
≪資料≫ 
 資料１ 前回まで会議の主なご意見について 

資料２ 「全員制中学校給食」に関するアンケート調査の実施状況について 
資料３ 本市の学校給食における主な食文化や食育の取組について 

※ 第２回会議資料４再掲 
 資料４ 食に関する指導の全体計画（小学校・中学校の例） 

資料５ 他都市等の視察報告について 
 資料６ 他都市等の各実施方式の事例について 
 映 像 大阪市の親子調理方式、大津市の給食センター方式 

 
 

≪次回（予定）≫ 
 １ 名称  第４回検討会議 
 ２ 日程  令和５年 10 月頃 
 ３ 内容  ・アンケート結果（単純集計）について 
 ・調査結果報告書（概要版）について 
 ・基本的な考え方素案（実施方式除く）について 



資料１ 

前回までの会議の主なご意見について 

 
前回までの検討会議において、以下のとおりご意見がありました。 
今後、教育委員会において、全員制中学校給食の基本方針となる「基本的な考え方」を作

成するに当たり、参考とさせていただきます。 
 

※第２回会議資料からの変更箇所は下線マーカー部分。 

１ 安心・安全な給食 

まずは何より、生徒・保護者にとって安心・安全な中学校給食を提供することが大切。 
 
２ 栄養バランスのとれた温かい給食 

成長期の中学生にふさわしい栄養バランスのとれた食事を提供するとともに、汁物の提

供をはじめ、温かいものは温かいまま、できたての風味や食感を味わうことができるよう

に、小学校のような温かくておいしい学校給食を実現してほしい。 
  
３ アレルギーの対応 

除去食や代替食を充実するとともに、教職員もアレルギー対応の認識を一層高め、適切

な食物アレルギーへの対応や誤食防止などにきめ細やかに対応する必要がある。 
  
４ 食育の充実 

小学校から積み上げてきた食育を中学校でも継続できるよう、皆が同じものを食べ、学

校給食という「生きた教材」を活用し、給食時間や各教科での学習など学校教育活動全体

として、食育の充実を図っていきたい。 
  
５ 和食を中心とした食文化を活かした献立 

子どもたちが楽しく食べることができるよう、京都ならではの食文化を生かした献立な

ど、和食を中心とした中学校給食を提供してほしい。 
 
６ 適切な給食時間の確保や学校運営に留意した給食管理 

生徒が落ち着いた雰囲気の中で食事ができ、食に関する学びが深められるようゆとりの

ある給食時間を確保してほしい。また、全員制給食の実施に伴い、校時表の変更や学校現

場の給食管理に変更が生じることから、教職員に過度な負担が生じないことにも配慮して

ほしい。 
 
７ 早期の実現 

上記の１～６を踏まえ、可能な限り早期に中学校給食を実現してほしい。 
 

※ 実施方式については、今後、専門業者による調査報告等を踏まえて議論 
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資料２ 

「全員制中学校給食」に関するアンケート調査の実施状況について 

 

１ アンケート調査の目的 

   子どもたちの健やかな学びと育ちや子育て家庭の支援を目的に、全市での

全員制中学校給食の実施に向けて、生徒や保護者、学校のニーズを把握し、今

後の検討資料として活用します。 
 

２ 実施時期 

  令和５年８月末～９月 

 

３ 各アンケート調査の概要 

区分 対象 方法 項目数 期間 

生 徒 
各校で、各学年から 

任意の１クラスを抽出 

Forms（GIGA 端末

を活用して校内で

実施） 

10 問程度（選択制

給食実施校） 

５問程度（施設一

体型小中学校） 

8/28（月） 

～9/20（水） 

保護者 上記生徒の保護者 
Forms（スクリレを

活用して実施） 

学 校 

全中・小中学校 

（洛友中と西京附属中

は別途検討のため除く） 

文書処理システム

で回答 
６問 9/15（金）〆 

 

４ アンケートの内容（詳細は別紙参照） ※生:生徒、保:保護者、学:学校 

 ・小学校のときの給食はどうですか。（生・保） 
 ・給食では、食缶方式かランチボックス形式のどちらが良いと思いますか。（生・保） 
 ・昼食時間はどれくらい必要だと思いますか（準備片付けを含まない）。（生・保・学）  

 

５ 回答状況（速報値） 

区分 
回答数 

１年 ２年 ３年 計 

生 徒アンケート 1,916 名 1,765 名 1,493 名 5,174 名 

保護者アンケート 1,292 名 1,065 名  863 名 3,220 名 

学 校 調 査 70 校 

 

６ 今後の予定 

  次回の検討会議において、単純集計結果を報告 
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う
な

給
食

の
イ

メ
ー

ジ
）

　
教

室
で

一
人

分
ず

つ
食

器
に

配
膳

し
て

提
供

す
る

方
式

。
（
小

学
校

の
よ

う
な

給
食

の
イ

メ
ー

ジ
）

　
 「

ラ
ン

チ
ボ

ッ
ク

ス
方

式
」
＝

あ
ら

か
じ

め
弁

当
型

の
容

器
に

一
人

分
ず

つ
盛

り
付

け
ら

れ
た

も
の

を
　

 「
ラ

ン
チ

ボ
ッ

ク
ス

方
式

」
＝

あ
ら

か
じ

め
弁

当
型

の
容

器
に

一
人

分
ず

つ
盛

り
付

け
ら

れ
た

も
の

を
　

　
　

提
供

す
る

方
式

。
（
現

在
の

選
択

制
中

学
校

給
食

の
よ

う
な

イ
メ

ー
ジ

）
　

提
供

す
る

方
式

。
（
現

在
の

選
択

制
中

学
校

給
食

の
よ

う
な

イ
メ

ー
ジ

）
ア

「
食

缶
方

式
」
が

良
い

ア
「
食

缶
方

式
」
が

良
い

イ
「
ラ

ン
チ

ボ
ッ

ク
ス

方
式

」
が

良
い

イ
「
ラ

ン
チ

ボ
ッ

ク
ス

方
式

」
が

良
い

ウ
ど

ち
ら

で
も

良
い

ウ
ど

ち
ら

で
も

良
い

－ 4 －



生
徒

用
保

護
者

用

8
中

学
校

給
食

で
特

に
大

切
に

す
べ

き
と

思
う

こ
と

は
何

で
す

か
。

【
最

大
２

つ
ま

で
】

7
中

学
校

給
食

で
特

に
大

切
に

す
べ

き
と

思
う

こ
と

は
何

で
す

か
。

【
最

大
２

つ
ま

で
】

ア
栄

養
バ

ラ
ン

ス
の

良
い

献
立

で
あ

る
こ

と
ア

栄
養

バ
ラ

ン
ス

の
良

い
献

立
で

あ
る

こ
と

イ
品

数
が

充
実

し
て

い
る

こ
と

イ
品

数
が

充
実

し
て

い
る

こ
と

ウ
食

育
の

推
進

に
繋

が
る

こ
と

ウ
食

育
の

推
進

に
繋

が
る

こ
と

エ
安

心
・
安

全
に

提
供

さ
れ

る
こ

と
エ

安
心

・
安

全
に

提
供

さ
れ

る
こ

と
オ

準
備

や
後

片
付

け
な

ど
に

手
間

や
時

間
が

か
か

ら
な

い
こ

と
オ

準
備

や
後

片
付

け
な

ど
に

手
間

や
時

間
が

か
か

ら
な

い
こ

と
カ

ゆ
っ

く
り

食
べ

ら
れ

る
時

間
が

確
保

さ
れ

て
い

る
こ

と
カ

ゆ
っ

く
り

食
べ

ら
れ

る
時

間
が

確
保

さ
れ

て
い

る
こ

と
キ

温
か

い
も

の
で

あ
る

こ
と

キ
温

か
い

も
の

で
あ

る
こ

と
ク

安
価

で
あ

る
こ

と
ク

安
価

で
あ

る
こ

と
ケ

食
物

ア
レ

ル
ギ

ー
へ

の
対

応
が

充
実

し
て

い
る

こ
と

ケ
食

物
ア

レ
ル

ギ
ー

へ
の

対
応

が
充

実
し

て
い

る
こ

と
コ

そ
の

他
（
自

由
記

述
）

コ
そ

の
他

（
自

由
記

述
）

9
全

員
制

の
中

学
校

給
食

に
移

行
す

る
こ

と
で

特
に

不
安

に
思

う
こ

と
は

何
で

す
か

。
【
最

大
２

つ
ま

で
】

8
全

員
制

の
中

学
校

給
食

に
移

行
す

る
こ

と
で

特
に

不
安

に
思

う
こ

と
は

何
で

す
か

。
【
最

大
２

つ
ま

で
】

ア
ア

レ
ル

ギ
ー

対
策

が
あ

る
か

ど
う

か
（
対

応
食

や
校

内
体

制
）

ア
ア

レ
ル

ギ
ー

対
策

が
あ

る
か

ど
う

か
（
対

応
食

や
校

内
体

制
）

イ
昼

食
時

間
が

十
分

か
ど

う
か

イ
昼

食
時

間
が

十
分

か
ど

う
か

ウ
使

用
さ

れ
る

食
材

の
安

全
面

ウ
使

用
さ

れ
る

食
材

の
安

全
面

エ
苦

手
な

食
材

や
献

立
が

出
な

い
か

ど
う

か
エ

苦
手

な
食

材
や

献
立

が
出

な
い

か
ど

う
か

オ
量

が
多

か
っ

た
り

少
な

か
っ

た
り

し
な

い
か

オ
量

が
多

か
っ

た
り

少
な

か
っ

た
り

し
な

い
か

カ
そ

の
他

（
自

由
記

述
）

カ
給

食
費

の
経

済
的

負
担

キ
そ

の
他

（
自

由
記

述
）

1
0

昼
食

時
間

は
ど

れ
く
ら

い
必

要
だ

と
思

い
ま

す
か

。
9

昼
食

時
間

は
ど

れ
く
ら

い
必

要
だ

と
思

い
ま

す
か

。
※

「
昼

食
時

間
」
は

、
準

備
や

片
づ

け
を

含
ま

な
い

、
実

際
に

食
べ

る
時

間
。

※
「
昼

食
時

間
」
は

、
準

備
や

片
づ

け
を

含
ま

な
い

、
実

際
に

食
べ

る
時

間
。

ア
1
0
分

ア
1
0
分

イ
1
5
分

イ
1
5
分

ウ
2
0
分

ウ
2
0
分

エ
2
5
分

エ
2
5
分

オ
3
0
分

オ
3
0
分

カ
3
0
分

以
上

カ
3
0
分

以
上

1
0

中
学

校
給

食
を

通
し

て
特

に
子

ど
も

に
学

ん
で

ほ
し

い
こ

と
は

何
で

す
か

。
【
最

大
２

つ
ま

で
】

ア
食

事
を

通
じ

て
バ

ラ
ン

ス
よ

く
栄

養
を

摂
取

す
る

こ
と

の
大

切
さ

イ
地

域
の

郷
土

料
理

・
特

産
物

な
ど

、
日

本
の

食
文

化
ウ

食
料

の
生

産
・
流

通
・
消

費
な

ど
食

事
が

で
き

る
ま

で
の

流
れ

エ
季

節
の

食
材

や
調

理
方

法
オ

食
材

や
栄

養
に

関
す

る
知

識
の

活
用

方
法

カ
食

に
関

わ
る

人
々

と
食

物
へ

の
感

謝
の

心
キ

心
と

体
の

た
め

に
、

何
を

ど
う

食
べ

る
か

選
ぶ

力
（
食

選
力

）
ク

そ
の

他
（
自

由
記

述
）

－ 5 －



生
徒

用
保

護
者

用

1
基

本
属

性
1

基
本

属
性

ア
学

年
ア

学
年

イ
学

校
名

（
5
0
音

順
の

リ
ス

ト
か

ら
選

択
）

イ
学

校
名

（
5
0
音

順
の

リ
ス

ト
か

ら
選

択
）

2
今

の
給

食
は

ど
う

で
す

か
。

2
今

の
給

食
は

ど
う

で
す

か
。

ア
と

て
も

良
い

ア
と

て
も

良
い

イ
良

い
イ

良
い

ウ
ど

ち
ら

と
も

言
え

な
い

ウ
ど

ち
ら

と
も

言
え

な
い

エ
あ

ま
り

良
く
な

い
エ

あ
ま

り
良

く
な

い
オ

良
く
な

い
オ

良
く
な

い

2
⑴

「
ア

　
と

て
も

良
い

」
「
イ

　
良

い
」
と

回
答

し
た

方
の

み
2
⑴

「
ア

　
と

て
も

良
い

」
「
イ

　
良

い
」
と

回
答

し
た

方
の

み
主

な
理

由
は

何
で

す
か

。
【
最

大
２

つ
ま

で
】

主
な

理
由

は
何

で
す

か
。

【
最

大
２

つ
ま

で
】

ア
み

ん
な

と
一

緒
に

食
べ

ら
れ

る
こ

と
ア

み
ん

な
と

一
緒

に
食

べ
ら

る
こ

と
イ

色
々

な
も

の
が

食
べ

ら
れ

る
こ

と
イ

色
々

な
も

の
が

食
べ

ら
れ

る
こ

と
ウ

量
の

調
整

が
で

き
る

こ
と

ウ
量

の
調

整
が

で
き

る
こ

と
エ

温
か

い
も

の
が

食
べ

ら
れ

る
こ

と
エ

温
か

い
も

の
が

食
べ

ら
れ

る
こ

と
オ

お
い

し
い

こ
と

オ
お

い
し

い
こ

と
カ

食
育

や
食

文
化

に
つ

い
て

学
ぶ

こ
と

が
で

き
る

こ
と

カ
食

育
や

食
文

化
に

つ
い

て
学

ぶ
こ

と
が

で
き

る
こ

と
キ

そ
の

他
（
自

由
記

述
）

キ
そ

の
他

（
自

由
記

述
）

2
⑵

「
ウ

　
あ

ま
り

良
く
な

い
」
「
エ

　
良

く
な

い
」
と

回
答

し
た

方
の

み
2
⑵

「
ウ

　
あ

ま
り

良
く
な

い
」
「
エ

　
良

く
な

い
」
と

回
答

し
た

方
の

み
主

な
理

由
は

何
で

す
か

。
【
最

大
２

つ
ま

で
】

主
な

理
由

は
何

で
す

か
。

【
最

大
２

つ
ま

で
】

ア
嫌

い
な

も
の

が
多

い
こ

と
ア

嫌
い

な
も

の
が

多
い

こ
と

イ
盛

付
け

や
後

片
付

け
を

す
る

必
要

が
あ

る
こ

と
イ

盛
付

け
や

後
片

付
け

を
す

る
必

要
が

あ
る

こ
と

ウ
ア

レ
ル

ギ
ー

や
宗

教
上

の
理

由
等

で
給

食
を

食
べ

ら
れ

な
い

こ
と

ウ
ア

レ
ル

ギ
ー

や
宗

教
上

の
理

由
等

で
給

食
を

食
べ

ら
れ

な
い

こ
と

エ
給

食
の

時
間

が
短

い
こ

と
エ

給
食

の
時

間
が

短
い

こ
と

オ
お

い
し

く
な

い
こ

と
オ

お
い

し
く
な

い
こ

と
カ

家
庭

か
ら

の
弁

当
の

方
が

よ
い

こ
と

カ
家

庭
か

ら
の

弁
当

の
方

が
よ

い
こ

と
キ

そ
の

他
（
自

由
記

述
）

キ
そ

の
他

（
自

由
記

述
）

3
給

食
で

は
、

「
食

缶
方

式
」
か

「
ラ

ン
チ

ボ
ッ

ク
ス

方
式

」
の

ど
ち

ら
が

良
い

と
思

い
ま

す
か

。
3

給
食

で
は

、
「
食

缶
方

式
」
か

「
ラ

ン
チ

ボ
ッ

ク
ス

方
式

」
の

ど
ち

ら
が

良
い

と
思

い
ま

す
か

。
※

「
食

缶
方

式
」
＝

食
缶

に
入

れ
ら

れ
た

給
食

を
給

食
当

番
等

が
教

室
ま

で
運

び
、

※
「
食

缶
方

式
」
＝

食
缶

に
入

れ
ら

れ
た

給
食

を
給

食
当

番
等

が
教

室
ま

で
運

び
、

　
　

　
教

室
で

一
人

分
ず

つ
食

器
に

配
膳

し
て

提
供

す
る

方
式

。
（
今

の
給

食
の

イ
メ

ー
ジ

）
　

教
室

で
一

人
分

ず
つ

食
器

に
配

膳
し

て
提

供
す

る
方

式
。

（
今

の
給

食
の

イ
メ

ー
ジ

）
　

 「
ラ

ン
チ

ボ
ッ

ク
ス

方
式

」
＝

あ
ら

か
じ

め
弁

当
型

の
容

器
に

一
人

分
ず

つ
盛

り
付

け
ら

れ
た

も
の

を
　

 「
ラ

ン
チ

ボ
ッ

ク
ス

方
式

」
＝

あ
ら

か
じ

め
弁

当
型

の
容

器
に

一
人

分
ず

つ
盛

り
付

け
ら

れ
た

も
の

を
　

　
　

提
供

す
る

方
式

。
　

提
供

す
る

方
式

。
ア

「
食

缶
方

式
」
が

良
い

ア
「
食

缶
方

式
」
が

良
い

イ
「
ラ

ン
チ

ボ
ッ

ク
ス

方
式

」
が

良
い

イ
「
ラ

ン
チ

ボ
ッ

ク
ス

方
式

」
が

良
い

ウ
ど

ち
ら

で
も

良
い

ウ
ど

ち
ら

で
も

良
い

　
京

都
市

で
は

、
皆

さ
ん

の
よ

う
に

、
校

内
に

給
食

室
が

あ
る

市
立

小
中

学
校

（
義

務
教

育
学

校
）
の

生
徒

は
、

全
員

が
学

校
給

食
を

食
べ

て
い

ま
す

が
、

他
の

市
立

学
校

で
は

、
校

内
に

給
食

室
が

な
い

た
め

、
校

外
で

調
理

さ
れ

た
学

校
給

食
か

家
庭

か
ら

の
弁

当
持

参
か

を
自

由
に

選
ぶ

こ
と

が
で

き
る

「
選

択
制

」
の

中
学

校
給

食
を

実
施

し
て

い
ま

す
。

　
こ

の
よ

う
な

中
、

子
ど

も
た

ち
の

健
や

か
な

学
び

と
育

ち
や

子
育

て
家

庭
の

支
援

の
た

め
、

今
後

、
選

択
制

の
中

学
校

給
食

実
施

校
に

つ
い

て
も

、
全

員
制

と
す

る
こ

と
に

向
け

た
検

討
を

進
め

て
い

ま
す

。
　

そ
こ

で
、

給
食

に
関

し
て

、
生

徒
の

皆
さ

ん
の

実
態

や
ニ

ー
ズ

を
把

握
し

、
今

後
の

検
討

の
参

考
と

さ
せ

て
い

た
だ

く
た

め
、

ア
ン

ケ
ー

ト
に

ご
協

力
を

お
願

い
い

た
し

ま
す

。

　
京

都
市

で
は

、
校

内
に

給
食

室
が

あ
る

市
立

小
中

学
校

（
義

務
教

育
学

校
）
の

生
徒

は
、

全
員

が
学

校
給

食
を

食
べ

て
い

ま
す

が
、

他
の

市
立

学
校

で
は

、
校

内
に

給
食

室
が

な
い

た
め

、
校

外
で

調
理

さ
れ

た
学

校
給

食
か

家
庭

か
ら

の
弁

当
持

参
か

を
自

由
に

選
ぶ

こ
と

が
で

き
る

「
選

択
制

」
の

中
学

校
給

食
を

実
施

し
て

い
ま

す
。

　
こ

の
よ

う
な

中
、

子
ど

も
た

ち
の

健
や

か
な

学
び

と
育

ち
や

子
育

て
家

庭
の

支
援

の
た

め
、

今
後

、
選

択
制

の
中

学
校

給
食

実
施

校
に

つ
い

て
も

、
全

員
制

と
す

る
こ

と
に

向
け

た
検

討
を

進
め

て
い

ま
す

。
　

つ
き

ま
し

て
は

、
給

食
に

関
し

て
、

保
護

者
の

皆
さ

ま
の

実
態

や
ニ

ー
ズ

を
把

握
し

、
今

後
の

検
討

の
参

考
と

さ
せ

て
い

た
だ

く
た

め
、

ア
ン

ケ
ー

ト
に

御
協

力
を

お
願

い
い

た
し

ま
す

。
　

な
お

、
本

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査
は

、
各

学
校

に
お

い
て

、
各

学
年

か
ら

1
ク

ラ
ス

ず
つ

抽
出

し
、

生
徒

・
保

護
者

に
御

協
力

を
お

願
い

し
て

お
り

ま
す

。
ご

き
ょ

う
だ

い
そ

れ
ぞ

れ
が

調
査

対
象

の
場

合
は

、
き

ょ
う

だ
い

ご
と

に
回

答
し

て
く
だ

さ
い

。
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別紙２



生
徒

用
保

護
者

用

4
中

学
校

給
食

で
特

に
大

切
に

す
べ

き
と

思
う

こ
と

は
何

で
す

か
。

【
最

大
２

つ
ま

で
】

4
中

学
校

給
食

で
特

に
大

切
に

す
べ

き
と

思
う

こ
と

は
何

で
す

か
。

【
最

大
２

つ
ま

で
】

ア
栄

養
バ

ラ
ン

ス
の

良
い

献
立

で
あ

る
こ

と
ア

栄
養

バ
ラ

ン
ス

の
良

い
献

立
で

あ
る

こ
と

イ
品

数
が

充
実

し
て

い
る

こ
と

イ
品

数
が

充
実

し
て

い
る

こ
と

ウ
食

育
の

推
進

に
繋

が
る

こ
と

ウ
食

育
の

推
進

に
繋

が
る

こ
と

エ
安

心
・
安

全
に

提
供

さ
れ

る
こ

と
エ

安
心

・
安

全
に

提
供

さ
れ

る
こ

と
オ

準
備

や
後

片
付

け
な

ど
に

手
間

や
時

間
が

か
か

ら
な

い
こ

と
オ

準
備

や
後

片
付

け
な

ど
に

手
間

や
時

間
が

か
か

ら
な

い
こ

と
カ

ゆ
っ

く
り

食
べ

ら
れ

る
時

間
が

確
保

さ
れ

て
い

る
こ

と
カ

ゆ
っ

く
り

食
べ

ら
れ

る
時

間
が

確
保

さ
れ

て
い

る
こ

と
キ

温
か

い
も

の
で

あ
る

こ
と

キ
温

か
い

も
の

で
あ

る
こ

と
ク

安
価

で
あ

る
こ

と
ク

安
価

で
あ

る
こ

と
ケ

食
物

ア
レ

ル
ギ

ー
へ

の
対

応
が

充
実

し
て

い
る

こ
と

ケ
食

物
ア

レ
ル

ギ
ー

へ
の

対
応

が
充

実
し

て
い

る
こ

と
コ

そ
の

他
（
自

由
記

述
）

コ
そ

の
他

（
自

由
記

述
）

5
昼

食
時

間
は

ど
れ

く
ら

い
必

要
だ

と
思

い
ま

す
か

。
5

昼
食

時
間

は
ど

れ
く
ら

い
必

要
だ

と
思

い
ま

す
か

。
※

「
昼

食
時

間
」
は

、
準

備
や

片
づ

け
を

含
ま

な
い

、
実

際
に

食
べ

る
時

間
。

※
「
昼

食
時

間
」
は

、
準

備
や

片
づ

け
を

含
ま

な
い

、
実

際
に

食
べ

る
時

間
。

ア
1
0
分

ア
1
0
分

イ
1
5
分

イ
1
5
分

ウ
2
0
分

ウ
2
0
分

エ
2
5
分

エ
2
5
分

オ
3
0
分

オ
3
0
分

カ
3
0
分

以
上

カ
3
0
分

以
上

6
中

学
校

給
食

を
通

し
て

特
に

子
ど

も
に

学
ん

で
ほ

し
い

こ
と

は
何

で
す

か
。

【
最

大
２

つ
ま

で
】

ア
食

事
を

通
じ

て
バ

ラ
ン

ス
よ

く
栄

養
を

摂
取

す
る

こ
と

の
大

切
さ

イ
地

域
の

郷
土

料
理

・
特

産
物

な
ど

、
日

本
の

食
文

化
ウ

食
料

の
生

産
・
流

通
・
消

費
な

ど
食

事
が

で
き

る
ま

で
の

流
れ

エ
季

節
の

食
材

や
調

理
方

法
オ

食
材

や
栄

養
に

関
す

る
知

識
の

活
用

方
法

カ
食

に
関

わ
る

人
々

と
食

物
へ

の
感

謝
の

心
キ

心
と

体
の

た
め

に
、

何
を

ど
う

食
べ

る
か

選
ぶ

力
（
食

選
力

）
ク

そ
の

他
（
自

由
記

述
）
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別紙４

※教務主任や食教育主任等と相談しながら回答してください。

1 中学校給食で特に大切にすべきと思うことは何ですか。【最大２つまで】
ア 栄養バランスの良い献立であること
イ 品数が充実していること
ウ 食育の推進に繋がること
エ 安心・安全に提供されること
オ 配膳や後片付けなどに手間や時間がかからないこと
カ ゆっくり食べられる時間が確保されていること
キ 温かいものであること
ク 安価であること
ケ 食物アレルギーへの対応が充実していること
コ その他（　　　　　　　　）

2 今の昼食時間は何分ですか。
※「昼食時間」は、準備や片づけを含まない、実際に食べる時間。

ア 10分
イ 15分
ウ 20分
エ 25分
オ 30分

3 全員制での給食昼食時間はどれくらい必要だと思いますか。
※「昼食時間」は、準備や片づけを含まない、実際に食べる時間。

ア 10分
イ 15分
ウ 20分
エ 25分
オ 30分
カ 30分以上

4 全員制に移行することで特に良いと思う点は何ですか。【最大２つまで】
ア 配膳作業等で生徒同士のコミュニケーションがとれる
イ 栄養バランスの良い昼食が提供できる
ウ 温かい昼食を食べさせることができる
エ 好き嫌いをなくすことができる
オ 保護者の負担が軽減される
カ その他（　　　　　　　　　）

5 全員制に移行することで特に懸念する点は何ですか。【最大２つまで】
ア アレルギーのある生徒への対応
イ 時間割の調整
ウ スペースの確保
エ 生徒への指導
オ 教職員の給食指導への理解
カ 給食費の徴収
キ その他（　　　　　　　　　）

6 中学校給食を通して特に子どもに学んでほしいことは何ですか。【最大２つまで】
ア 食事を通じてバランスよく栄養を摂取することの大切さ
イ 地域の郷土料理・特産物など、日本の食文化
ウ 食料の生産・流通・消費など食事ができるまでの流れ
エ 季節の食材や調理方法
オ 食材や栄養に関する知識の活用方法
カ 食に関わる人々と食物への感謝の心
キ 心と体のために、何をどう食べるか選ぶ力（食選力）
ク その他（　　　　　　　　）

学校名とアンケート（生徒・保護者）の対象クラス（在籍人数）をご記入ください。
○○学校 １年○組 （　　　人）

２年○組 （　　　人）
３年○組 （　　　人）

学校用
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資料３ 

※第２回会議資料４再掲 

 
本市の学校給食における主な食文化や食育の取組について 

 

本市の学校給食の献立では、全体の６割で和食献立を中心としており、府内産農作物等の活用に

よる地産地消の取組を進めるとともに、行事献立等を通して京都ならではの食の継承に取り組んで

いる。 

また、子どもたちが日本の伝統的な食文化や地産地消も含めた食に関する知識が深められるよう、

小・中学校における各発達段階に応じて、学校教育活動全体で食育の一層の推進を図っており、中

学校では小学校の取組を基礎としながら、各校における取組を進めている。 

 

１ 小学校における取組 

 ⑴ 「京の食文化」の普及・啓発事業 

  ア 日本料理に学ぶ食育カリキュラム推進事業（平成 17 年度～） 

  ① 京料理店主や老舗料理店の主人等でつくる「日本料理アカデミー」との協働の下、『日本

料理に学ぶ食育カリキュラム』を研究・推進している。 

令和２年度から、京都市スタンダード（５年家庭科「食べて元気！ご飯とみそ汁」）に

おいて、「だし」のうまみを飲み比べながら味わうとともに、食の大切さなどを体験的に

学ぶ活動を示し、各小学校で継続的に実践している。 

 

  ② 『日本料理に学ぶ食育カリキュラム』のより一層の定着を図るため、平成 30 年度から

家庭科等の授業において、昆布とかつおを使って「だしをとる、児童にだしの取り方を教

える、だしを使った料理の実演をする」等の指導を行う『だしの先生（学校支援ボランテ

ィア）』を新設し、各小学校で活用している。 

 

  ③ 「だし」に学ぶ食育授業の実施に当たり、令和２年度から昆布とかつお節を希望する学

校へ配分している。 

 
イ 学校給食における「和食」推進の取組 

① 和食がユネスコの無形文化遺産に登録されたことを契機に設置した「学校給食における

『和食』の検討会議」の意見等を踏まえ、平成 27 年度から３ヵ年計画でアルマイト食器か

らＰＥＮ食器へ更新するとともに、全小学校で月に１回程度和食推進の日を設定し、「だ

し」の特徴を生かした献立や京都の伝統食である「おばんざい」など、和食の特徴を生か

した「和（なごみ）献立」を実施している。 

 

② 和菓子の提供（おはぎ、桜もち等）や平成 29 年度からは、個別包装による漬物（しば漬

け・すぐき）そのものを提供するなど、学校給食を通じた和食文化の継承に向けた取組の

一層の充実に努めている。 
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 ウ 小学校出前板さん教室（平成 13 年度～） 

    （一社）京都市中央卸売市場協会との連携の下、野菜料理教室・魚料理教室を通じて小学

生にバランスの取れた健康的な食生活の普及・定着を図っている。 

 
  エ 京都青果合同株式会社等との連携による食育授業（平成 15 年度～） 

    京都青果合同株式会社を通じ産地のＪＡ等との連携の下、小学校で栽培した野菜の収穫・

調理を通じ、食物を育てる苦労や喜びを体感させ、食に対する興味・関心を高める食教育を

進めている。 

 

  オ 小学生漬物教室（平成 26 年度～） 

    京都府漬物協同組合青年部の協力で、京都の伝統的な食文化である漬物について学び、漬

物づくりを体験することにより、伝統的な食文化を理解し受け継ごうとする態度を育む食教

育を進めている。 

 

カ スチームコンベクションオーブンを活用した献立の充実（平成 29 年度～） 

小学校給食における和食献立の一層の充実と多様化を図るため、「スチームコンベクショ

ンオーブン（以下、スチコンという）」を計画的に導入し、令和４年度中に全小学校及び義務

教育学校に導入が完了した。 
スチコンでは、従来の回転釜では対応できなかった「焼き物」や「蒸し物」の大量調理に

も対応できることから、新たに「さけの塩こうじ焼」や「ペンネの豆乳グラタン」、和菓子の

「ういろう」などの献立が提供できるようになり、子どもたちの食体験を広げるため、新献

立の作成など、献立の充実に向けて研究を行っている。  
 

⑵ 「地産地消」（知産知消）の取組の推進 

学識経験者、保護者、生産者、流通関係者等が参画する「地産地消（知産知消）推進プロジ

ェクト会議」の提言（平成 17 年５月）を受け、府内産の京野菜を使用した給食献立を作成する

とともに、その野菜の産地や生産過程、郷土料理の歴史、食文化等を学ぶ食教育を進めている。 

また、１日約７万食分の安心安全な食材を安定的かつ安価に確保しつつ、現在、週４回の米

飯にすべて京都府内産の米を使用するとともに、令和元年度からは年１回、京都京北米を全市

立小学校で提供している。 

 

 

２ 中学校における取組 

⑴ 選択制中学校給食の充実及び食育の推進 

令和元年度に学校・生徒・保護者を対象に実施した「中学校給食の充実と食育の推進を目的

としたアンケート調査」の単純集計結果及び詳細分析結果を活用した取組を実施している。 

ア 生徒・保護者啓発資料の発行と活用 

 ① 毎月の「献立表」に栄養管理、食生活、行事にちなんだ献立等の記事を掲載するととも

に、家庭で簡単に作れる中学校給食の給食レシピ集を発行するなど、生徒・保護者への食

に関する情報提供を推進している。 
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② 実態調査での課題や食に関わる各月の行事を踏まえて、月ごとにテーマ（野菜、カルシ

ウム、食文化等）を設定して発信する「京の食育通信」を発行し各校で活用している。 

 

イ 食育の推進 

   ① 全日本司厨士協会の協力で、京都を代表するシェフを市立中学校に招き、調理実習・

試食・シェフとの質疑応答などを通じて、世界の幅広い文化や食料の大切さ、テーブル

マナーなどを学ぶ食教育を進めている。 

 

② 食教育主任全員を対象に、実態調査の結果を踏まえた生徒への指導ポイントや保護者

啓発などについての研修を実施（全校で伝達研修を実施）している。 

 

 ③ 健康のために何をどのように食べればよいかを選ぶ力「食選力」を育むため、生徒自身

が食生活を振り返り、改善するための「食選力チェックシート」を作成し、各校で活用し

ている。 

 

④ 新学習指導要領を踏まえ、食育の推進に各校の教育活動全体を通じて取り組むための

「食に関する指導の全体計画」の様式を統一するとともに、食に関する各校の取組事例を

まとめた「食に関する指導の実践事例集」を作成し、各校で活用している。 

 

⑤ 食育の推進に係る小中連携事業として、小学校６年生を対象に、バランスよく多様な味

や食感が楽しめる中学校給食を「生きた教材」として実際に食べるとともに、成長期の中

学生に必要な栄養素や量を学ぶ機会とした「中学校給食試食体験学習」を拡充している。 

 

ウ 中学校給食の充実 

  ① 生徒にとって魅力的な献立となるよう、温かいおかずやデザート類など献立を充実す

るとともに、栄養面では、鉄やカルシウムの不足傾向など、実態調査の栄養摂取状況を

踏まえて改善している。 

 

② 令和４年度からは、ご飯の量を、標準の 250ｇに±40ｇする３種類から選べる「ご飯量

選択制」を全校で実施している。 

 

③ ＰＴＡや学校現場との連携の下、小・中学校の保護者を対象として、教育委員会の栄

養教諭が、成長期の中学生に必要な栄養バランスや食生活のポイント、食品の衛生管理

等について、給食を食べながら保護者に啓発する「給食試食会」を拡充している。 

 

⑵ 中学校給食における予約システムの運用 

保護者がスマートフォン等から給食を申し込み、クレジットカード決済などを可能とすると

ともに、これまでの１か月単位に加え、１週間単位での注文や卒業までの一括予約もできる「給

食予約システム」について、令和２年度から運用し、保護者の利便性の向上や教員の負担軽減

を図っている。 
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令
和

5
年

度
　

食
に

関
す

る
指

導
の

全
体

計
画

各
学

年
の

発
達

段
階

に
応

じ
た

食
に

関
す

る
指

導
の
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京
都

市
立

高
倉

小
学

校

子
ど

も
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実
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 京
都

市
の

中
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街
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た
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香
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暮
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よ

っ
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ョ
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ベ
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ン
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れ
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京
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中

学
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と

の
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教
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が
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ま

り
、
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京
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御
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校
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学
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で
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を
食

べ
て

学
校

に
来

る
児

童
は

、
1

月
の

生
活

リ
ズ

ム
調

べ
の

結
果

で
は

1
週

間
毎

日
食

べ
た

児
童

が
８

５
％

、
毎

日
食

べ
て

い
な

い
児

童
も

ほ
と

ん
ど

が
1

日
～

4
日

食
べ

て
お

り
、

基
本

的
に

は
食

べ
る

習
慣

の
あ

る
状

態
と

言
え

る
。

し
か

し
数

％
で

は
あ

る
が

、
朝

食
を

食
べ

る
習

慣
が

な
い

子
が

い
た

り
、

食
べ

た
内

容
を

検
証

し
て

み
る

と
、

主
食

の
み

な
ど

1
品

だ
け

な
ど

の
子

も
多

く
課

題
は

多
い

。
ま

た
、

中
・

高
学

年
か

ら
塾

な
ど

に
通

う
児

童
が

多
く

、
外

食
や

中
食

の
頻

度
が

高
く

な
っ

た
り

、
食

事
時

間
が

遅
く

な
っ

た
り

す
る

児
童

が
多

い
。

夜
寝

る
時

間
が

遅
く

な
り

朝
起

き
れ

な
く

な
る

こ
と

で
、

十
分

な
朝

食
時

間
を

確
保

で
き

な
い

児
童

も
い

る
こ

と
か

ら
、

課
題

の
一

つ
で

あ
る

と
い

え
る

。
　

一
方

で
、

旬
の

魚
野

菜
、

だ
し

、
正

月
な

ど
の

行
事

の
料

理
な

ど
様

々
な

食
材

や
料

理
を

家
庭

で
経

験
し

て
い

る
子

も
多

く
、

給
食

で
も

喜
ん

で
食

べ
て

い
る

姿
が

見
ら

れ
る

。
豊

か
な

学
校

生
活

を
お

く
る

た
め

に
、

地
域

の
特

色
を

生
か

し
な

が
ら

、
課

題
を

自
ら

解
決

し
て

い
け

る
よ

う
に

し
て

い
く

こ
と

が
重

要
で

あ
る

。

学
校

教
育

目
標

『
よ

り
よ

い
生

き
方

を
求

め
て

　
誇

り
を

も
ち

未
来

に
は

ば
た

く
高

倉
の

子
』

　
　

～
豊

か
に

学
び

、
表

現
し

、
高

め
合

う
姿

を
め

ざ
し

て
～

令
和

５
年

度
学

校
教

育
の

重
点

　 【
確

か
な

学
力

・
豊

か
な

心
・

健
や

か
な

身
体

】
　 ～

食
に

関
す

る
指

導
の

推
進

～

①
　

長
く

続
い

た
コ

ロ
ナ

禍
を

過
ご

し
て

き
た

子
ど

も
　

達
の

食
生

活
の

実
情

に
配

慮
し

、
み

ん
な

が
気

持
ち

　
よ

く
食

べ
る

た
め

の
マ

ナ
ー

を
守

り
な

が
ら

、
一

緒
　

に
食

べ
る

喜
び

や
楽

し
さ

を
味

わ
い

、
自

分
の

健
康

　
の

た
め

に
す

す
ん

で
食

べ
よ

う
と

す
る

気
持

ち
を

育
　

て
る

。
②

　
小

中
連

携
の

下
、

心
身

の
健

康
の

保
持

増
進

を
目

　
指

し
て

、
学

校
給

食
を

「
生

き
た

教
材

」
と

し
て

食
　

に
関

す
る

指
導

を
推

進
し

、
望

ま
し

い
食

習
慣

を
養

　
う

と
と

も
に

、
安

心
・

安
全

な
食

品
を

選
択

す
る

力
　

や
、

食
に

関
わ

る
人

々
と

食
物

へ
の

感
謝

の
心

を
育

　
て

る
。

③
　

和
食

文
化

を
は

じ
め

、
家

庭
・

地
域

、
学

識
経

験
　

者
、

専
門

家
等

と
連

携
し

た
伝

統
文

化
の

継
承

や
地

　
産

地
消

（
知

産
知

消
）

」
を

推
進

す
る

と
と

も
に

、
　

食
生

活
の

改
善

に
向

け
た

意
識

や
関

心
を

培
う

各
校

　
の

特
色

あ
る

取
組

を
推

進
す

る
こ

と
に

よ
り

、
食

育
　

の
充

実
を

図
る

。
④

　
食

物
ア

レ
ル

ギ
ー

の
あ

る
子

ど
も

の
学

校
生

活
を

　
安

心
安

全
な

も
の

に
す

る
た

め
、

食
物

ア
レ

ル
ギ

ー
　

・
ア

ナ
フ

ィ
ラ

キ
シ

ー
に

対
す

る
正

し
い

知
識

に
基

　
づ

き
、

「
京

都
市

立
小

学
校

に
お

け
る

食
物

ア
レ

ル
　

ギ
ー

対
応

の
手

引
」

に
よ

り
、

適
切

な
対

応
が

と
れ

　
る

よ
う

、
研

修
の

機
会

を
充

実
さ

せ
る

と
と

も
に

、
　

保
護

者
と

の
連

携
を

密
に

し
な

が
ら

、
校

内
組

織
の

　
整

備
と

関
係

機
関

と
の

連
携

を
進

め
る

。

　
　

　
　

　
　

　
　

　
＜

め
ざ

す
子

ど
も

像
＞

　
　

　
　

　
自

分
か

ら
す

す
ん

で
行

動
す

る
子

・
す

す
ん

で
学

び
、

よ
く

考
え

よ
く

話
す

子
・

思
い

や
り

の
あ

る
や

さ
し

い
子

・
命

を
大

切
に

し
心

や
身

体
を

き
た

え
る

子

心
身

の
健

康
と

食
生

活
に

つ
い

て
自

ら
考

え
 、

 実
践

す
る

子
ど

も
の

育
成

（
１

）
給

食
を

通
し

て
健

康
な

心
身

を
育

て
る

（
２

）
食

事
を

味
わ

い
楽

し
め

る
子

ど
も

を
育

て
る

（
３

）
自

ら
が

健
康

な
体

づ
く

り
に

関
心

を
持

ち
、

 実
践

で
き

る
子

ど
も

に
　

　
　

育
て

る

○
自

身
の

生
活

の
課

題
を

見
つ

け
望

ま
し

い
食

事
や

　
生

活
習

慣
の

改
善

に
つ

い
て

考
え

、
自

ら
の

健
康

　
を

保
持

増
進

で
き

る
よ

う
に

す
る

。
○

食
事

を
通

し
て

豊
か

な
心

と
望

ま
し

い
人

間
関

係
　

を
構

築
で

き
る

よ
う

に
す

る
。

高
学

年

○
日

本
や

外
国

の
食

文
化

の
多

様
性

に
つ

い
て

　
学

び
、

互
い

の
食

文
化

を
理

解
し

、
大

切
に

　
し

よ
う

と
す

る
。

○
食

品
の

生
産

や
流

通
に

つ
い

て
理

解
を

深
め

、
　

食
品

ロ
ス

や
環

境
問

題
な

ど
食

に
関

わ
る

課
題

に
　

つ
い

て
考

え
、

実
生

活
で

意
識

す
る

こ
と

が
で

き
　

る
。

○
自

身
の

生
活

の
課

題
に

つ
い

て
考

え
、

望
ま

し
い

　
食

事
や

生
活

習
慣

の
改

善
に

つ
い

て
考

え
、

実
践

　
で

き
る

よ
う

に
す

る
。

中
学

校
（

6
年

生
）

低
学

年

○
食

で
人

と
つ

な
が

る
こ

と
が

で
き

る
。

　
・

食
事

の
マ

ナ
ー

を
身

に
つ

け
、

み
ん

な
と

楽
し

く
　

　
食

べ
る

こ
と

が
で

き
る

。
　

・
食

事
を

作
っ

て
く

れ
る

人
へ

の
感

謝
の

気
持

ち
を

　
　

育
む

。
○

命
を

い
た

だ
い

て
生

き
て

い
る

こ
と

を
知

る
こ

と
が

　
で

き
る

。
　

・
食

べ
物

に
感

謝
し

大
切

に
食

べ
る

態
度

を
養

う
。

　
・

食
べ

物
に

興
味

・
関

心
を

も
ち

、
食

品
の

名
前

が
　

　
分

か
る

。

中
学

年

○
食

べ
物

の
働

き
を

知
り

自
分

の
健

康
に

つ
い

て
　

考
え

る
。

　
・

食
べ

物
は

、
栄

養
の

働
き

に
よ

っ
て

３
つ

の
　

　
グ

ル
ー

プ
に

分
か

れ
る

こ
と

が
理

解
で

き
る

。
　

・
自

分
の

食
生

活
を

ふ
り

返
っ

て
見

直
し

、
　

　
健

康
に

過
ご

し
て

い
こ

う
と

す
る

態
度

を
養

う
。

○
地

域
と

食
と

の
つ

な
が

り
を

知
る

こ
と

が
で

き
る

。
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４
月

５
月

６
月

７
月

９
月

１
０

月
１

１
月

１
２

月
１

月
２

月
３

月

低 学 年

○
き

ゅ
う

し
ょ

く
に

つ
い

て
ふ

り
か

え
ろ

う
●

給
食

に
つ

い
て

ふ
り

返
っ

て
み

よ
う

高 学 年

○
給

食
や

食
生

活
に

つ
い

て
ふ

り
返

ろ
う

●
給

食
に

つ
い

て
ふ

り
返

っ
て

み
よ

う

入
学

祝
い

子
ど

も
の

日
七

夕
・

祇
園

祭
り

月
見

・
お

彼
岸

勤
労

感
謝

正
月

ひ
な

ま
つ

り
卒

業
祝

い

中
学

身
体

計
測

歯
科

検
診

・
視

力
検

査
健

康
相

談
身

体
計

測
自

分
の

体
の

様
子

を
知

ろ
う

身
の

回
り

の
清

潔
歯

を
大

切
に

し
よ

う
夏

の
健

康
（

熱
中

症
）

け
が

の
手

当
て

IC
T

使
用

と
健

康
目

を
大

切
に

し
よ

う
冬

の
生

活
正

し
い

姿
勢

健
康

な
生

活
に

取
り

組
も

う
み

ん
な

仲
よ

く
し

よ
う

１
年

間
の

反
省

始
業

式
入

学
式

遠
足

田
植

え
（

2
年

）
食

育
月

間
夏

休
み

生
活

点
検

遠
足

運
動

交
流

会
就

学
時

健
診

高
倉

祭
り

持
久

走
大

会
冬

休
み

中
学

校
給

食
試

食
体

験
（

6
年

）

生
活

点
検

給
食

週
間

八
百

一
農

育
（

４
年

）

半
日

入
学

御
池

校
舎

体
験

（
５

年
）

卒
業

式
食

育
ア

ン
ケ

ー
ト

１
年

規
則

正
し

い
生

活

ケ
ー

キ
を

つ
く

ろ
う

学
校

行
事

4
年

野
菜

に
つ

い
て

知
ろ

う
（

八
百

一
収

穫
体

験
）

　
　

バ
ラ

ン
ス

の
よ

い
食

べ
方

を
知

ろ
う

（
保

健
）

　
　

　

○
き

ゅ
う

し
ょ

く
に

つ
い

て
か

ん
が

え
よ

う

○
た

の
し

い
き

ゅ
う

し
ょ

く
じ

か
ん

を
つ

く
ろ

う

●
学

校
給

食
に

つ
い

て
知

ろ
う

●
楽

し
い

給
食

に
し

よ
う

○
給

食
の

約
束

○
食

事
の

マ
ナ

ー
●

み
ん

な
で

仲
良

く
楽

し
く

食
べ

よ
う

○
食

べ
物

の
三

色
分

け
○

よ
く

か
ん

で
食

べ
よ

う
●

食
べ

物
に

つ
い

て
知

ろ
う

●
よ

く
か

ん
で

食
べ

よ
う

○
み

ん
な

で
楽

し
く

食
べ

よ
う

（
会

食
の

マ
ナ

ー
）

○
好

き
嫌

い
せ

ず
食

べ
よ

う
●

当
番

や
係

は
速

く
上

手
に

し
よ

う
●

何
で

も
食

べ
て

じ
ょ

う
ぶ

な
体

を
作

ろ
う

○
感

謝
し

て
食

べ
よ

う
○

和
食

に
つ

い
て

知
ろ

う
●

食
べ

る
喜

び
を

味
わ

お
う

●
い

ろ
い

ろ
な

国
の

食
べ

物
を

知
ろ

う

５
年

上
手

に
バ

イ
キ

ン
グ

を
す

る
た

め
に

　
　

　
　

　

行
事

献
立

○
給

食
に

つ
い

て
考

え
よ

う
○

楽
し

い
給

食
時

間
を

作
ろ

う
●

学
校

給
食

に
つ

い
て

知
ろ

う
●

楽
し

い
給

食
に

し
よ

う

給
食

時
間

お
よ

び
学

級
活

動

○
学

級
活

動
●

給
食

指
導

○
き

ゅ
う

し
ょ

く
の

や
く

そ
く

○
し

ょ
く

じ
の

マ
ナ

ー
●

み
ん

な
で

仲
良

く
楽

し
く

食
べ

よ
う

○
た

べ
も

の
の

名
ま

え
○

よ
く

か
ん

で
た

べ
よ

う
●

食
べ

物
に

つ
い

て
知

ろ
う

●
よ

く
か

ん
で

食
べ

よ
う

○
み

ん
な

で
楽

し
く

食
べ

よ
う

（
会

食
の

マ
ナ

ー
）

○
す

き
き

ら
い

せ
ず

た
べ

よ
う

●
当

番
や

係
は

速
く

上
手

に
し

よ
う

●
何

で
も

食
べ

て
じ

ょ
う

ぶ
な

体
を

作
ろ

う

○
か

ん
し

ゃ
し

て
た

べ
よ

う
○

い
ろ

い
ろ

な
く

に
の

た
べ

も
の

●
食

べ
る

喜
び

を
味

わ
お

う
●

い
ろ

い
ろ

な
国

の
食

べ
物

を
知

ろ
う

正
し

い
お

箸
の

持
ち

方
を

学
ぼ

う
　

　
　

　
　

　
　

食
べ

物
の

三
色

分
類

を
知

ろ
う

３
年

よ
く

か
ん

で
味

わ
っ

て
食

べ
よ

う
　

　
　

　
　

　
　

大
豆

の
働

き
を

知
ろ

う

教 科 と の 関 連

２
年

３
年

生
活

社
会

あ
た

ら
し

い
い

ち
ね

ん
せ

い な
か

よ
し

い
っ

ぱ
い

だ
い

さ
く

せ
ん

夏
だ

と
び

だ
そ

う
秋

と
い

っ
し

ょ
に

冬
と

と
も

だ
ち

も
う

す
ぐ

み
ん

な
2

年
生

さ
あ

、
き

ょ
う

か
ら

2
年

生
ま

ち
を

た
ん

け
ん

大
は

っ
け

ん
も

っ
と

も
っ

と
ま

ち
た

ん
け

ん
お

こ
め

フ
ェ

ス
テ

ィ
バ

ル
を

し
よ

う

令 和 5 年 度 　 食 に 関 す る 指 導 の 全 体 計 画

私
た

ち
の

く
ら

し
と

は
た

ら
く

人
々

体
育

健
康

な
生

活

英
語

・
外

国
語

6
年

中
学

生
の

食
生

活
に

つ
い

て
考

え
よ

う

全
校

一
斉

9
月

　
１

月
　

生
活

リ
ズ

ム
週

間
　

　
　

　
3

月
　

食
育

ア
ン

ケ
ー

ト
　

　
　

　
　

食 に 関 す る 指 導

１
年

す
き

き
ら

い
せ

ず
に

食
べ
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令和 ５ 年度 食に関する指導の全体計画                                京都市立    桂 川    中学校 

   

                              
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

特 
 
 
 

別 
 
 
 

活 
 
 
 

動 

学級活動 

及び 

昼食時間 

・昼食指導（昼食のきまりとマナー） ・夏休みの食生活     ・食べ物と健康     ・感謝の気持ちと食事     ・食事と文化  

・衛生的な食習慣          ・朝食の大切さ      ・好き嫌いと食習慣   ・冬休みの食生活       ・一年を振り返る 

             

「京の食育通信～中学生の食生活～」を定期的に活用し、正しい食習慣の確立、食材と季節の行事や伝統文化との関わりなど、食に関する理解を深める。 

学校行事 
修学旅行（3年）、体育祭、合唱コンクール 

生徒会 
生活点検、保健だより、グレードアップ週間 

部活動 
試合前後の食事、水分補給、コンディショニングと食事 

 1 年 2 年 3 年 

教 
 

科 
 

と 
 

の 
 

関 
 

連 

国語 
大根は大きな根 盆土産 温かいスープ 

社会 
世界の様々な地域 [地理的分野] 世界と比べた日本の地域的特色[地理的分野] 私たちと現代社会、私たちと経済[公民的分野] 

理科 

生物の世界（植物のなかま） 生物の体のつくりとはたらき（生物をつくる細胞、植物の体

のつくりとはたらき、動物の体のつくりとはたらき） 

 

自然界のつながり（生物どうしのつながり、自然界を循環す

る物質）、自然と人間 

英語 
学校の文化祭、世界の料理 職業体験、ホームステイ フェアトレード 

家庭 
衣食住の生活 

 

衣食住の生活 衣食住の生活、消費生活と環境 

保健体育 

(保健分野) 

健康な生活と疾病の予防 健康と環境 健康な生活と疾病の予防 

道徳 
節度・節制 、思いやり・感謝 、生命の尊さ 節度・節制 、思いやり・感謝 、生命の尊さ 節度・節制 、思いやり・感謝 、生命の尊さ 

総合的な学習 
生徒の興味・関心に基づく課題（調理） 、現代的な諸課題に対応する横断的・総合的な課題 

職業や自己の将来に関わる課題（職業、勤労） 

家庭・地域との

連携の取組 

選択制中学校給食の献立表、京の食育通信、学校だより等の配布・掲示 

給食試食会（2月ごろ） 

地場産物活用の方針 選択制中学校給食の献立表の活用 

個別相談・指導 
アレルギーを持つ生徒の家庭との連携を密にし、必要に応じて「中学校給食「加工食品配合割合表」（アレルギー原因物質7品目使用表示）」を提供 

管理職、養護教諭、教員との連携を実施し、情報を共有する。 

 
 

各 学 年 の 食 に 関 す る 指 導 の 目 標 

1 年 2 年 3 年 

・食事のあいさつで、食に関しての感謝の気持ちを表現しようとする態度を

養う。（学びに向かう力・人間性等）感謝の心 

・望ましい栄養や食事のとり方とともに、手洗いやよく噛むこと、よい姿勢

や和やかな雰囲気づくりは、食事の基本であることを理解し、健全な食生活

に必要な技能を身に付ける。（知識・技能）心身の健康 

・心身の成長や健康の保持増進には、朝食を含む１日３度の栄養バランスの

よい食事摂取、適切な運動、休養及び睡眠が必要であることや、様々な食品

にはそれぞれ栄養的な特徴があることを理解できるようにする。（知識・技

能）心身の健康 

・日常食べている食品、料理の名前、形、品質や栄養素及び安全面、衛生面

等について理解し、これらを踏まえて簡単な調理を行うために必要な技術を

身に付ける。（知識・技能）食品を選択する能力 

・食事は人間が生きていく上で欠かすことのできないものであること、仲間

との食事や食味のよさは心を豊かにすること、食事は規則正しくとることが

大切であり、心と体を活動できる状態にし、持てる力を十分に発揮できるよ

うになることなど、食事の重要性や食事の喜び、楽しさを理解できるように

する。（知識・技能） 食事の重要性 

・食事が大切なコミュニケーションの場であるということを理解し、コミュ

ニケーションを図ろうとする態度、健康で安心な社会づくりに貢献しようと

する態度を養う。（学びに向かう力・人間性等）社会性 

・自分たちの住む地域には､昔から伝わる料理や季節､行事にちなんだ料理が

あることや、日常の食事は、地域の農林水産物と関連していることを理解で

きるようにする。自分たちの食生活は、他の地域や諸外国とも深い関わりが

あることを理解できるようにする。（知識・技能）食文化 

 

生徒・保護者・地域の実態 

・おおむね朝食をとって登校する習慣はついているようだが、とき

おり朝食をとらずに登校する生徒も見受けられる。また、少数では

あるが、家庭での食習慣に課題が見られることがある。 
 

学 校 教 育 目 標 

 

 

目指す生徒像 

「発信力・行動力を身につけ、自己肯定感を得られる生徒の

育成」 

あらゆる教育活動に主体性をもって取り組み、自分の夢や希
望が語れる生徒。 

教育委員会の基本理念 (学校教育の重点より) 
① 食生活調査の結果も活用しながら、子どもの食生活の実情に配慮する

とともに、学校における新しい生活様式を踏まえ、和やかな雰囲気の中

で、みんなと一緒に食べる喜びや楽しさを味わい、進んで食べようとす

る気持ちを育てる。 

② 生涯にわたる心身の健康の保持増進を目指し、小中連携の下、栄養教諭

や食教育主任等を中心に、給食を生きた教材として活用しつつ、各教科
の授業等においても食に関する指導の充実を図り、学校教育活動全体を

通じて望ましい食習慣を育むとともに、心と身体の健康のために、何を

どのように食べれば良いかを選ぶ力（食選力）や、食に関わる人々と食
物への感謝の心を育てる。 

③ 和食文化をはじめ、家庭・地域、学識経験者、専門家等と連携した伝統
的食文化の継承や「地産地消（知産知消）」、食品ロスなどの環境問題と

いった SDGｓを意識した取組を推進するなど、各小・中・小中学校の特

色ある取組を推進することにより、食育の充実を図る。 
④ 食物アレルギーのある子どもの学校生活を安心安全なものにするた

め、全ての教職員が食物アレルギー・アナフィラキシーに対する正しい

知識に基づいた適切な対応がとれるよう、「京都市立小学校における食

物アレルギー対応の手引」等による研修の機会を充実させる。また、保

護者との連携を密にしながら、校内組織の整備と関係機関との連携を進

める。 

食 に 関 す る 指 導 の 目 標  

① 食事の重要性や栄養バランス、食文化等についての理解を図り、健康で健全な食生活に関する知識や技能

を身に付けるようにする。                            （知識・技能） 

② 食生活や食の選択について、正しい知識・情報に基づき、自ら管理したり判断したりできる能力を養う。  

（思考力・判断力・表現力等） 

③ 主体的に、自他の健康な食生活を実現しようとし、食や食文化、食料の生産等に関わる人々に対して感謝

する心を育み、食事のマナーや食事を通じた人間関係形成能力を養う。 

（学びに向かう力・人間性等） 

3年間を通して、生徒自身が食生活を振り返ることができる機会を多く設ける。 
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資料５ 

 

中学校給食の実施方式に係る他都市事例等の視察について（報告） 

 

 第２回検討会議において、他都市等の事例について実地視察の提案があった

ことから、下記のとおり視察を行った。 

 

１ 京都市立岡崎中学校 

 概要 

視 察 日 令和５年８月 30 日（水） 

参 加 者 園部委員、中山委員、山下委員（座長）、塩見委員、藤下委員、 

山﨑委員、米田委員 

視 察 先 京都市立岡崎中学校 

実施方法 民間調理場活用方式（デリバリー方式） 

導入年度 平成 14 年 11 月 

給 食 数 120 食（対象者は 275 人） 

給 食 費 1 食当たり 310 円 

視察内容 ○ランチルームで教育委員会の指導主事（栄養教諭）から、

選択制中学校給食の説明を受ける 

○配膳室の施設・設備を見学 

（主食用温蔵庫や副食用冷蔵庫、牛乳保冷庫、配膳カゴ等） 

○生徒が配膳室へ給食を取りに来る様子を見学 

○各教室で生徒の配膳や喫食の様子を見学 

○ランチルームで給食を試食 

（献立内容：ひじきご飯、牛乳、さごしのしょうが煮、大根

葉のおかかいため、きんぴらごぼう、なすの田楽、金時煮

豆 ※和献立） 

様 子  
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２ 大阪府高槻市 

 概要 

視 察 日 令和５年９月４日（月） 

参 加 者 塩見委員、藤下委員、山下委員（座長） 

視 察 先 高槻市立玉川小学校（親校）、柳川中学校（子校） 

実施方法 親子調理方式 

導入年度 平成 26 年４月 

給 食 数 玉川小学校：約 210 食、柳川中学校：約 350 食 

給 食 費 １食当たり：小学校 250 円、中学校 300 円 

視察内容 ○玉川小学校（親校）で高槻市教育委員会や小学校の教職員

から、中学校給食の説明を受ける 

○親校の給食棟や調理・配缶・搬出の様子を見学 

（主な内容） 

 ・高槻市の中学校は 18 校で、喫食数は約 8,500 食／1日 

 ・中学校では「親子調理方式」が基本 

（親子 11 校、きょうだい３校、自校４校） 

・親校の小学校では既存給食棟の施設整備を実施 

  （中学校給食運搬用のコンテナやコンテナ倉庫を新設、

給食機器の補強（回転釜:110L→200L、ｽﾁｰﾑｺﾝﾍﾞｸｼｮﾝｵ

ｰﾌﾞﾝ：20 段→40 段、二層式食器洗浄機や中学校用の

二重保温食缶・食器消毒保管庫等を購入） 

・献立は小中統一献立 

（主食（ごはん・パン）、副食（おかず２～３品）、牛乳） 

・中学校では小学校給食の１．３倍の量を提供 

（中学校のみ１品追加する場合もある） 

・主食は週３回ごはん（自校炊飯）、週２回パンを提供 

 ・アレルギー対応は小中共通 

（鶏卵、うずら卵、牛乳の除去食を実施） 

○子校となる柳川中学校の配膳室や教室の様子などを見学 

（主な内容） 

 ・子校では、配膳準備室や配膳室、教室の施設整備を実施 

（デリバリー給食で使用していた配膳室を配膳員の更

衣スペースやジャム等の食材を保管する配膳準備室

として活用、牛乳保冷庫やパン棚、小学校から配送さ

れたコンテナ等を保管する配膳室を整備、教室後方に

は配膳の際の通路を確保するための荷物棚を設置等） 

 ・給食の準備時間は 12:45～13:05、給食時間は 13:05～

13:25 で、それぞれ 20 分間を設定 

 ・中学校には栄養教諭の配置はなく、食育は家庭科や保健

体育などの各教科の中で実施 
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○会議室で給食を試食 

（献立内容：アルファ化米ごはん、牛乳、ねぎ塩豚丼、凍り

豆腐のみそ汁、スイートポテト ※防災献立） 

様 子 ▽高槻市立玉川小学校（親校）、柳川中学校（子校） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▽高槻市立玉川小学校（親校）、柳川中学校（子校） 
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３ 滋賀県草津市及び大津市 

 概要 

視 察 日 令和５年９月 11 日（月） 

参 加 者 國重委員、塩見委員、園部委員、藤下委員、山﨑委員、山下

委員（座長） 

視 察 先 草津市第二学校給食センター（見学・試食） 

大津市東部学校給食共同調理場（見学） 

実施方法 給食センター方式 

導入年度 令和４年１月（草津市第二学校給食センター） 

令和２年１月（大津市東部学校給食共同調理場） 

給 食 数 最大 4,500 食/日（草津市第二学校給食センター） 

最大 17,000 食/日（大津市東部学校給食共同調理場） 

給 食 費 １食当たり 303 円（草津市第二学校給食センター） 

１食当たり 290 円（大津市東部学校給食共同調理場） 

視察内容 ○草津市第二学校給食センターで施設・設備を見学するとと

もに、中学校給食の説明を受ける 

（主な内容） 

 ・中学校６校へ提供、喫食数は約 3,900 食／日 

 ・令和３年 10 月に給食センターが完成 

（敷地面積：5,788 ㎡、延床面積：3,145 ㎡、構造規模：

鉄骨造り２階建て、配送車両：３台） 

・施設の主な特徴 

*ドライシステムによる厨房 

*ドックシェルター方式の積込、回収口 

*給食センターでの自所炊飯 

*センター内で残渣（食べ残し）の堆肥化 

*災害時の炊き出しにプロパンガスを活用 

・献立は小中統一献立 

（主食（ごはん・パン）、副食（おかず３品）、牛乳） 

・中学校では小学校給食の１．３倍の量を提供 

・和食を中心とした献立で、パンは月 1回提供 

・給食センターの栄養教諭が頻繁に各校へ巡回指導を実施 

 ・各部屋の映像モニターや調理実習室、備蓄倉庫等も設置 

○センター内の研修室で給食を試食 

（献立内容：麦入りご飯、牛乳、そぼろ丼の具、カボチャの

から揚げ、玉ねぎの澄まし汁） 

 

○大津市東部学校給食共同調理場で施設・設備を見学すると

ともに、中学校給食の説明を受ける 

（主な内容） 
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・中学校９校と小学校 15 校の計 24 校へ提供、喫食数は約

16,000 食／日 

 ・令和元年 12 月に共同調理場が完成 

（敷地面積：12,365 ㎡、延床面積：7,085 ㎡、構造規模：

鉄骨造り２階建て、配送車両：18 台） 

 ・旧自動車教習所の公共用地を活用して施設を整備 

・施設コンセプト 

*安全・安心（独自の安全衛生管理システムの構築や、

ＨＡＣＣＰに準じた衛生管理等） 

*おいしい給食（経験豊富な人材配置、積極的な食育の

推進や支援、調理の標準化に向けた教育研修等） 

*地域密着（地域社会への貢献や、地元雇用と継続雇用

の推進、地産地消の推進等） 

・共同調理場内では、副食をＡ・Ｂ・Ｃの３本のラインに

分けて、小学校用と中学校用の計９献立を調理 

（主食（ごはん・パン）、副食（おかず３品）、牛乳） 

・将来的に活用できるよう、アレルギー対応調理室を設置 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▽草津市第二学校給食センター 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▽大津市東部学校給食共同調理場 
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資料６ 

給食の各実施方式の事例 

 
 
１ 自校調理方式【本市の施設一体型小中学校（後期課程）】 

⑴ 中学校給食の流れ（例） 

 給食を調理（給食室） 
 → 給食当番の生徒が食缶や食器カゴ等を運ぶ（給食室から各学級） 
  → 給食当番の生徒が食缶から食器に配膳する（教室） 

 → 一斉に給食を喫食（教室） 
 → 給食終了後、給食当番の生徒が食缶等を運ぶ（教室から給食室） 

   → 洗浄・保管・翌日準備（給食室） 
  ※ 給食の運搬は、校舎形状（４階建て）などによって設置される給食運搬

用のエレベータを利用する場合もある 
 
⑵ 献立の内容 

主食（米飯、パン等） 

副食（２～３品程度が基本） 

牛乳 

 
 
⑶ アレルギー対応 

  除去食対応 

 
 
⑷ 校時表（一例） 

    
 
 
 
 
 
 
 
 
 

献立例 
・平天とこんにゃくの煮つけ 
・すまし汁 
・かしわもち 
・たけのこごはん（具） 
・ごはん 
※この日は月 1 度の和食推進

の日「和（なごみ）献立」の

ため牛乳はついていません。 

時刻 時間 内容
８:25 〜 ８:40 15 分 朝学習・朝の会
８:40 〜 ９:30 50 分 １校時
９:40 〜 10:30 50 分 ２校時
10:40 〜 11:30 50 分 ３校時
11:40 〜 12:30 50 分 ４校時
12:30 〜 13:10 40 分 給食時間
13:10 〜 13:40 30 分 昼休み・授業準備
13:40 〜 14:30 50 分 ５校時
14:40 〜 15:30 50 分 ６校時
15:30 〜 15:45 15 分 終学活
15:45 〜 16:00 15 分 清掃
16:00 〜 17:00 60 分 放課後・部活動
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２ 親子調理方式【Ａ市（政令指定都市）】 

⑴ 中学校給食の流れ（例） 

 給食を調理（給食室[親校]） 
 → 中学校用の保温食缶等へ給食を保存する 
 → 中学校用の食缶や食器カゴ等を入れたワゴンを給食用配送車へ積み込む 

→ 給食用配送車で子校へ運搬する 
 → 配膳員が中学校で給食ワゴンを受け取り、配膳室へ保管する（配膳室[子校]） 

 → 給食当番の生徒が食缶や食器カゴ等を運ぶ（配膳室から各学級） 
 → 給食当番の生徒が食缶から食器に配膳する（教室） 

 → 一斉に給食を喫食（教室） 
 → 給食終了後、給食当番の生徒が食缶等を運ぶ（教室から配膳室）  

 → 配膳員が使用後の食缶や食器カゴ等を入れたワゴンを給食用配送車へ積み込む  
          → 給食用配送車で親校へ運搬 

 → 洗浄・保管・翌日準備（給食室[親校]） 
 
 
⑵ 献立の内容 

  主食（米飯、パン等） 
副食（３品程度が基本） 
牛乳 

 
 
⑶ アレルギー対応 

除去食対応 
 
 
⑷ 校時表（一例） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

献立例 
・さけのつけ焼き 
・みそ汁 
・とうがんの煮もの 
・ごはん 
・牛乳 

時刻 時間 内容
8:30〜8:40 10 分 朝学活
8:30〜8:45 15 分 朝読書・朝学習
8:50〜9:40 50 分 1限
9:50〜10:40 50 分 2限
10:50〜11:40 50 分 3限
11:50〜12:40 50 分 4限
12:40〜13:10 30 分 昼食
13:10〜13:30 20 分 昼休憩
13:35〜14:25 50 分 5限
14:35〜15:25 50 分 6限
15:25〜15:50 25 分 終学活・清掃

　　15:50〜 － 放課後・部活動など
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３ 給食センター方式【Ｂ市（政令指定都市）】 

⑴ 中学校給食の流れ 

 給食を調理（給食センター） 
 → 保温食缶等へ給食を保存する 
 → 食缶や食器カゴ等を入れたワゴンを給食用配送車へ積み込む 

 → 給食用配送車で運搬 
 → 配膳員が中学校で給食ワゴンを受け取り、配膳室へ保管する（配膳室）   

→ 給食当番の生徒が食缶や食器カゴ等を運ぶ（配膳室から各学級）  
→ 給食当番の生徒が食缶から食器に配膳する（教室） 
 → 一斉に給食を喫食（教室） 
  → 給食終了後、給食当番の生徒が食缶等を運ぶ（教室から配膳室） 
   → 配膳員が使用後の食缶や食器カゴ等を入れたワゴンを給食用配送車へ積み込む   

→ 給食用配送車で給食センターへ運搬 
 → 洗浄・保管・翌日準備（給食センター） 

 
 
 ⑵ 献立の内容 

  主食（米飯、パン等） 
副食（３品程度が基本） 
牛乳 

 
 
⑶ アレルギー対応 

除去食対応 
 
 
⑷ 校時表（一例） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

献立例 
・赤魚のてり焼き 
・肉じゃが 
・豆腐のみそ汁 
・麦ごはん 
・牛乳 

時刻 時間 内容
8:30〜8:35 5 分 ＨＲ
8:40〜9:30 50 分 １校時
9:40〜10:30 50 分 ２校時
10:40〜11:30 50 分 ３校時
11:40〜12:30 50 分 ４校時
12:30〜13:10 40 分 給食
13:10〜13:30 20 分 昼休み
13:35〜14:25 50 分 ５校時
14:35〜15:25 50 分 ６校時
15:25〜15:40 15 分 清掃
15:45〜15:55 10 分 ＨＲ

　  15:55〜 － 部活動
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４ 民間デリバリー方式（本市ランチボックス形式） 

⑴ 中学校給食の流れ 

 給食を調理（民間の給食調理工場） 
 → 給食用配送車で中学校へ配送 
 → 配膳員が配膳室の温蔵庫（ごはん）や保冷庫（おかず）へ給食を保管する（配膳室）  
  → 給食当番の生徒が学級分の給食が入ったカゴを運ぶ（配膳室から教室）  

→ 給食を選択した生徒が配膳台へ給食を取りに行く（教室） 
 → 一斉に給食（又は家庭弁当）を喫食（教室） 
 → 給食終了後、当番の生徒が配膳室まで学級分の給食カゴを配膳室まで運ぶ  

 → 給食用配送車で給食調理工場へ回収 
 → 洗浄・保管・翌日準備（民間の給食調理工場） 

 
 
⑵ 献立の内容 

  主食（米飯） 
副食（５品以上） 
牛乳 

 

 
⑶ アレルギー対応 

  牛乳のみ除去可 
 
 
⑷ 校時表（一例）  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

献立例 
・鶏肉のみそいため 
・ブロッコリーのさっと煮 
・ひじきと高野豆腐の煮物 
・シナモンかぼちゃ 
・三度豆のごま煮 
・ごはん 
・牛乳 

時刻 時間 内容
８:30 〜 ８:40 10 分 朝学活・授業準備
８:40 〜 ９:30 50 分 １校時
９:40 〜 10:30 50 分 ２校時
10:40 〜 11:30 50 分 ３校時
11:40 〜 12:30 50 分 ４校時
12:30 〜 12:45 15 分 昼食時間
12:45 〜 13:05 20 分 昼休み・授業準備
13:05 〜 13:55 50 分 ５校時
14:05 〜 14:55 50 分 ６校時
15:00 〜 15:10 10 分 終学活
15:10 〜 15:20 10 分 清掃
15:25 〜 16:50 85 分 部活動
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（参考動画）他都市の実施事例 

  
① 親子調理方式の様子（大阪市） 
 
  （5 分 40 秒～9 分 6 秒） 
 
 
 
 

  https://youtu.be/esKzEktJicI 
  
 
 

② 給食センターの様子（大津市東部学校給食共同調理場） 
 
    （2 分 57 秒）        （3 分 20 秒）     （3 分 21 秒） 
 
 
 
 
 

https://youtu.be/K2utwZnviFY https://youtu.be/P0qBiOCevnI https://youtu.be/nwvenvRKV-I  

 
  

 
③ 民間デリバリー方式の様子（本市ランチボックス形式） 
 

（4 分 45 秒） 
 
 
 
 
 

https://youtu.be/RFdLwOyK-1U  
 
※ 上記のリンク先の動画は、各市が YouTube に掲載されているものです。 
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